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Ⅰ 2013年3月期 上半期の状況

1 マクニカグループ実績（連結）1 マクニカグループ実績（連結）

3 ネットワーク事業実績3 ネットワーク事業実績

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）
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（単位：億円）

売上高

経常利益

純利益

予想
（12/4/25）

980

32

21

前年実績
(11/9)

972

33

16

実績
（12/9）

1,010

33

21

前年比

4%

1%

35%

予想比

3%

3%

3%

1 マクニカグループ実績（連結）

① 実績

Ⅰ 2013年3月期 上半期の状況
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連結売上高1,010億円

半導体事業 92%

ネットワーク事業
8%

② 事業別売上高構成比

1 マクニカグループ実績（連結） Ⅰ 2013年3月期 上半期の状況
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（単位：億円）

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）

① 半期毎売上高推移

下半期上半期下半期上半期下半期上半期下半期上半期 上半期下半期上半期

Ⅰ 2013年3月期 上半期の状況



7

用途

エリア

売上高929億 前年比+2％

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）

② トピックス

携帯端末は、スマートフォン向けの採用拡大により大幅に伸長。

車載は、前年に比べ拡大したものの、エコカー補助金制度の終了や、

世界経済の低迷長期化による生産調整の影響を受け減速傾向。

民生機器は、一眼レフ・デジタル・スチル・カメラが堅調に推移した

ものの、テレビの需要減少により低調に推移。

産業機器は、中国経済の減速や設備投資抑制の影響を受け受注が減少。

中国市場の景気減速を受け、中国の通信インフラ関連が設備投資抑制

などにより減少したものの、日系企業のアジア地域への生産移管が引き

続き拡大傾向にあり、海外売上比率は前年比1％アップの33％へ。

Ⅰ 2013年3月期 上半期の状況
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2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）

③ 用途別売上高構成比

売上高929億円

通信端末 13%

通信インフラ
20%

OA・周辺機器
9%

コンピュータ
11%

民生機器
16%

産業機器
21%

2013年3月期上半期

売上高907億円

通信端末 8%

通信インフラ
22%

OA・周辺機器
8%

コンピュータ
10%

民生機器
19%

産業機器
25%

2012年3月期上半期

Ⅰ 2013年3月期 上半期の状況

車載
8%

車載
10%
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品目別前年比

PLD
19%

ASIC
4%

ASSP
28%

アナログ
23%

メモリー
5%

その他標準IC
12%

電子デバイス
8%

PLD
ASIC
ASSP
アナログ

メモリー
その他標準IC
電子デバイス

その他

半導体事業計

△15%
＋2%

＋14%
＋1%
△4%

＋13%
＋13%
△9%
＋2%

品目 増減率

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）

④ 品目別売上高構成比

売上高929億円

その他
1%

Ⅰ 2013年3月期 上半期の状況
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3 ネットワーク事業実績

① 半期毎売上高推移
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（単位：億円）

下半期上半期下半期上半期下半期上半期下半期上半期 上半期下半期上半期

Ⅰ 2013年3月期 上半期の状況
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3 ネットワーク事業実績

② トピックス

用途

売上高81億 前年比+24％

スマートフォンの拡大による通信量増加に伴い、通信設備向け

スイッチボードが好調に推移。

企業の通信インフラの増強により、無線アクセスポイントなどの

通信機器が好調に推移。

大手企業向けの高度なセキュリティ機器やセキュリティソフト

ウェアが堅調に推移。

Ⅰ 2013年3月期 上半期の状況
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品目別前年比

ハードウェア
55%

ソフトウェア
12%

ハードウェア
ソフトウェア
サービス

＋46%
＋15%
＋2%

品目 増減率
サービス

33%

3 ネットワーク事業実績

③ 品目別売上高構成比

売上高81億円

Ⅰ 2013年3月期 上半期の状況
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Ⅱ 2013年3月期 下半期の予想

1 マクニカグループ予想（連結）1 マクニカグループ予想（連結）

3 ネットワーク事業予想3 ネットワーク事業予想

2 半導体事業予想（集積回路及び電子デバイスその他）2 半導体事業予想（集積回路及び電子デバイスその他）
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（単位：百万円）

上半期実績 前年比% 下半期予想 前年比% 通期予想 前年比%

売上高 101,014 4 98,986 8 200,000 6

集積回路及び電子デバイスその他事業 92,878 2 91,037 8 183,915 5

ネットワーク事業 8,135 24 7,950 7 16,085 15

売上総利益 14,050 △3 14,320 5 28,370 1

営業利益 3,220 △17 3,780 25 7,000 2

経常利益 3,278 1 3,522 4 6,800 2

当期純利益 2,116 35 2,254 27 4,370 31

1 マクニカグループ予想（連結）

① 予想

Ⅱ 2013年3月期 下半期の予想
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（単位：億円）

① 半期毎売上高推移

2 半導体事業予想（集積回路及び電子デバイスその他）

世界経済の停滞を受け半導体需要の低迷は継続

世界的な景況感の悪化により、設備投資の回復が遅れることが予想さ
れることから、産業機器市場の低迷は持続する見込み。

通信インフラ市場は、国内の投資一巡化により調整局面が予想される。

車載は、生産調整の長期化が懸念されるものの、新規ビジネスの立ち
上りにより、堅調に推移する見込み。

Ⅱ 2013年3月期 下半期の予想
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セキュリティ市場は引き続き拡大傾向。

3 ネットワーク事業予想

① 半期毎売上高推移

企業向けセキュリティ機器は好調に推移する見通し。

ソフトウェア全体としては堅調に推移し、

特にセキュリティ関連は成長が期待される。

スマートフォン拡大による通信機器向けは需要が一巡する見通し。
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Ⅱ 2013年3月期 下半期の予想
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Ⅲ 当社の方向

1 マクニカグループ（連結）1 マクニカグループ（連結）

3 ネットワーク事業3 ネットワーク事業

2 半導体事業（集積回路及び電子デバイスその他）2 半導体事業（集積回路及び電子デバイスその他）
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グローバル市場への展開

1 マクニカグループ（連結） Ⅲ 当社の方向

① ターゲット市場 - エリア

Macnica
Cytech
Galaxy
Cytech Global
Macnica Americas
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Ⅲ 当社の方向

① ターゲット市場 – 用途

産業機器市場、車載市場への浸透

2 半導体事業（集積回路及び電子デバイスその他）

2011年度

上半期

2012年度
上半期

226億円
産機 産機

199億円

2011年度

上半期

2012年度
上半期

75億円 89億円
車載車載
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Imperva：データセキュリティアプライアンス

3 ネットワーク事業 Ⅲ 当社の方向

① ターゲット市場 - 用途

大手企業向けセキュリティソリューション

FireEye ：標的型攻撃検出アプライアンス

Splunk  ：セキュリティ管理ソフトウェア

Vkernel：仮想環境最適化ソフトウェアPing Identity：クラウド認証サーバー

クラウド・コンピューティング向け新規ソリューション


